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ひ
と
つ
に
な
ろ
う
！

300
人
の
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

名
古
屋
教
区
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
サ

聖
母
マ
リ
ア
が
フ
ァ
テ
ィ

マ
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
に
出
現

さ
れ
て
、
今
年
で
100
周
年
を

迎
え
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て

５
月
31
日
、
神
の
愛
の
宣
教

者
会
名
古
屋
修
道
院
（
愛
知

県
あ
ま
市
）
で
マ
リ
ア
祭
が

開
か
れ
た
。
修
道
院
で
は

半
年
前
か
ら
「
世
界
平
和
」

と
「
罪
人
の
改
心
」
を
願
う

「
フ
ァ
テ
ィ

マ
の
マ
リ

ア
様
の
意

向
を
さ
さ

げ
た
ロ
ザ

リ
オ
の
祈

り
」
を
呼

び
か
け
、

チ
ラ
シ
を

配
っ
て
い

た
が
、
こ

の
日
、
日

本
各
地
か

ら
約
150
人

が
集
ま
っ

た
。バ

ラ
の

花
の
台
座

に
フ
ァ
テ
ィ
マ
の
マ
リ
ア
像

を
乗
せ
た
み
こ
し
行
列
は
、

フ
ァ
テ
ィ
マ
の
三
牧
童
を
先

頭
に
、
み
こ
し
、
参
加
者
と

続
き
、
一
同
は
ロ
ザ
リ
オ
の

祈
り
一
環
を
唱
え
な
が
ら
近

所
の
畑
を
周
っ
た
。
み
こ
し

の
マ
リ
ア
像
は
フ
ァ
テ
ィ
マ

か
ら
届
い
た
も
の
と
い
う
。

続
い
て
、
ミ
サ
が
修
道
院

の
庭
で
行
わ
れ
た
。
ノ
ー
サ

ル
神
父
（
サ
レ
ジ
オ
会
）
の

ほ
か
、
５
人
の
司
祭
が
共
同

司
式
を
し
た
。
ノ
ー
サ
ル
神

父
は
説
教
で
マ
リ
ア
の
賛
歌

（
マ
グ
ニ
フ
ィ
カ
ト
）
を
挙

げ
、
霊
の
賜
物
に
つ
い
て
説

い
た
。
マ
リ
ア
は
霊
に
満
た

さ
れ
た
か
ら
こ
そ
エ
リ
ザ
ベ

ト
を
訪
問
し
た
し
、
エ
リ
ザ

ベ
ト
も
ま
た
、
霊
に
満
た
さ

れ
て
声
高
ら
か
に
マ
リ
ア
を

賛
美
し
た
。
神
父
は
「
霊
に

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会

主
催
に
よ
る
「
子
ど
も
と
と

も
に
さ
さ
げ
る
名
古
屋
教
区

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ

サ
」
が
５
月
21
日
、
南
山
教

会
で
開
か
れ
た
。
テ
ー
マ

は
「
神
様
が
作
っ
た
世
界
～

ホ
ー
ム
～
」。
世
代
と
国
籍

を
超
え
て
集
ま
っ
た
人
た
ち

で
、聖
堂
は
満
席
と
な
っ
た
。

松
浦
悟
郎
司
教
と
10
人
の

司
祭
が
共
同
司
式
し
た
。
司

教
が
用
い
た
ミ
ト
ラ
（
司
教

冠
）
に
は
民
族
衣
装
を
身
に

付
け
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
が

描
か
れ
て
い
た
。
ギ
タ
ー
、

キ
ー
ボ
ー
ド
、
打
楽
器
の
演

奏
も
ミ
サ
を
盛
り
上
げ
た
。

司
教
が
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
の
教
会
名
を
呼
び
上
げ

る
と
子
ど
も
た
ち
は
一
斉
に

手
を
挙
げ
て
「
は
ー
い
！
」

と
元
気
よ
く
返
事
し
た
。

司
教
は
説
教
で
「
こ
こ
に

は
違
う
国
の
人
が
い
っ
ぱ
い

来
て
い
て
、
日
本
じ
ゃ
な
い

み
た
い
で
す
ね
」
と
語
り
か

け
、「
違
い
は
あ
っ
て
も
イ

エ
ス
様
を
信
じ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
一
緒
」
で
あ
り
、

「
み
ん
な
を
大
事
に
し
よ
う
、

愛
そ
う
と
す
る
こ
と
で
一
つ

な
の
だ
」
と
説
明
し
た
。
そ

し
て
、「
イ
エ
ス
は
周
り
の

人
た
ち
を
愛
す
る
あ
な
た
が

た
の
中
に
い
る
」
と
力
説
し

た
。奉

納
の
歌
は
ビ
ー
ト
ル

ズ
の
「Let It Be

（
レ
ッ

ト 

イ
ッ
ト 

ビ
ー
／
「
あ

り
の
ま
ま
で
」
の
意
）」
を

日
本
語
訳
で
歌
っ
た
。
神
が

作
っ
た
美
し
い
地
球
の
模
型

と
白
い
花
の
鉢
植
え
が
、
パ

ン
と
ぶ
ど
う
酒
と
い
っ
し
ょ

に
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

主
の
祈
り
の
前
に
司
教
が

「
子
ど
も
た
ち
、い
ら
っ
し
ゃ

い
！
」
と
呼
び
か
け
る
と
、

約
300
人
の
子
ど
も
た
ち
が
席

か
ら
駆
け
寄
っ
て
祭
壇
を
囲

ん
だ
。「
イ
エ
ス
様
を
囲
ん

で
、
み
ん
な
が
一
つ
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
」
と
願
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
言
葉
で
一

緒
に
唱
え
た
。

閉
祭
の
歌
は「
ア
ー
メ
ン・

ハ
レ
ル
ヤ
」。
参
列
者
た
ち

の
弾
ん
だ
歌
声
が
聖
堂
い
っ

ぱ
い
に
響
き
わ
た
っ
た
。

ミ
サ
後
、
持
ち
寄
り
の

多
国
籍
の
食
べ
物
で
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
。

港
教
会
の
未
愛
さ
ん
、
ひ

か
り
さ
ん
、
パ
レ
ハ
モ
さ
ん

（
い
ず
れ
も
小
３
）
は
、「
楽

し
か
っ
た
」「
司
教
様
の
冠

が
か
わ
い
か
っ
た
」「
お
説

７
月
１
日
㈯

福
者
ペ
ト
ロ
岐
部
司
祭
と 

187
殉
教
者
記
念
日

７
月
16
日
㈰

教
区
障
害
者
の
集
い

カ
ト
リ
ッ
ク
一
宮
教
会
  9時～受付
10時～ミサ
16時終了予定

「主に捧げる10日間」
24時間礼拝で　平和のために祈ろう

聖体礼拝
期　間　8月6日（日）～15日（火）
場　所　カトリック主税町教会
交　通　地下鉄桜通線「高岳」下車、徒歩10分
予　定　＊6日（日）19時ミサ　松浦悟郎 司教
　　　　　ミサ後、聖体礼拝開始
　　　　�＊�この期間中、昼夜を問わず聖体が掲示され

ています。いつでも祈りに来て下さい。毎日、
ミサと共同の祈りが行われます。

　　　　　10時　教会の祈り（ロザリオなど）
　　　　　15時　神のいつくしみへの花束
　　　　　19時　ミサ
　　　　＊15日（火）19時ミサ　松浦悟郎 司教
　　　　　ミサ後、聖体礼拝終了
主　催　「平和を祈る」実行委員会　協　賛　名古屋教区
　　　　E-メール：adoration24nagoya@gmail.com
担　当　シーランド神父
連絡先　中西信人　☎090-9244-2497

名古屋教区 
平和祈願ミサ

　この世界に「神の国」を始められ
たイエス・キリスト。そのわざを引
き継いだ私たち・教会が、愛と平和
な世界を築くため、共に祈り、新た
な第一歩をふみ出しましょう。
日　時　8月6日（日）布池教会
　　　　13時～第1部
　　　　「平和を考える集い」
　　　　教区学習シリーズの報告、他
　　　　15時～第2部
　　　　「平和祈願ミサ」
　　　　司式　松浦悟郎 司教
問合せ　社会福音化推進部事務局
　　　　☎052-935-7180

名古屋教区平和旬間行事

平和学習シリーズ
　さまざまな団体・個人のご協力により、日本カトリック
平和旬間を前にして、名古屋教区内の平和・戦争関連施設
や史跡を訪ね、学び、祈るための日帰りツアーが企画され
ました。ぜひ、みなさん、お誘い合わせの上、ご参加くだ
さい。

学　習 日　時 集　合 その他
高浜原子力 
発電所視察会

7月1日（土） 
8時30分～

布池教会前 
8時30分出発

乗用車に分乗。個人
負担3,000円くらい。
要・事前申込

杉原千畝記念
館を訪ねて

7月8日（土） 
10時～

美濃加茂教会 
10時

教会から車に分乗。
要・事前申込

＊豊川海軍工廠跡地見学（6／17）
　ピースあいち見学（6／24）は終了しました。
問合せ　社会福音化推進部事務局　☎052-935-7180

教
の
、
子
ど
も
が
聖
堂
で
泣

い
た
と
い
う
話
に
感
動
し

た
」「
ア
ー
メ
ン
・
ハ
レ
ル

ヤ
の
歌
で
盛
り
上
が
っ
た
」

と
、
次
々
に
感
想
を
語
っ

た
。
布
池
教
会
の
ア
イ
コ
さ

ん
（
小
５
）
は
「
と
っ
て
も

ミ
サ
が
楽
し
か
っ
た
。
パ
ー

テ
ィ
ー
の
料
理
、
特
に
ケ
ー

キ
が
お
い
し
か
っ
た
」
と
笑

顔
で
応
え
た
。

ゆ
だ
ね
て
、
も
っ
と
声
を
上

げ
て
願
い
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

ミ
サ
が
終
わ
る
と
修
道
院

の
庭
に
あ
る
聖
母
像
の
前

に
、
日
本
各
地
か
ら
届
け
ら

れ
た
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
の

霊
的
花
束
３
万
４
２
８
０

本
（
５
連
で
１
本
）
を
表
す

バ
ラ
の
花
か
ご
と
、
和
紙
に

毛
筆
で
写
し
た
ロ
ザ
リ
オ
の

祈
り
60
環
分
が
さ
さ
げ
ら
れ

た
。
こ
れ
は
現
在
、
徳
島
県

の
刑
務
所
に
服
役
中
の
人
か

ら
こ
の
形
で
参
加
し
た
い
と

届
け
ら
れ
た
も
の
。

当
院
院
長
の
シ
ス
タ
ー
マ

リ
ア
・
ロ
ー
ザ
は
あ
い
さ
つ

に
続
け
て
、「
日
本
各
地
の

皆
さ
ん
に
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り

に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
人
か
ら
『
ロ
ザ
リ
オ
の
祈

り
を
す
る
機
会
を
も
ら
っ

た
』
と
喜
び
の
声
を
聞
き
ま

し
た
」と
語
っ
た
。フ
ァ
テ
ィ

マ
の
マ
リ
ア
100
周
年
に
当
た

り
、
イ
ン
ド
本
部
か
ら
各
修

道
院
へ
霊
的
な
フ
ァ
テ
ィ
マ

の
マ
リ
ア
へ
の
巡
礼
を
勧
め

ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

３
万
４
千
ロ
ザ
リ
オ
捧
げ
る

３
万
４
千
ロ
ザ
リ
オ
捧
げ
る
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新
し
い
年
、
分
裂
の
世
界
に
一
致
を
！　
　
　
　
　

　

―
あ
ら
ゆ
る
壁
を
越
え
る
教
会
を
め
ざ
す
中
で
―

名
古
屋
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク

女
性
の
会
「
樹
の
会
」
は
5

月
20
日
、
第
10
回
総
会
と
講

演
会
を
南
山
教
会
マ
リ
ア
館

で
開
催
し
た
。

総
会
で
深
堀
冴
子
会
長

は
、「
２
０
０
６
年
の
発
足

当
初
は
12
～
13
人
だ
っ
た
会

員
が
、
09
年
か
ら
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
で
26
小
教
区
を
訪
問
し

た
結
果
、
現
在
45
人
と
な
っ

た
。『
あ
な
た
に
で
き
る
こ

と
を
す
る
』
と
い
う
モ
ッ

ト
ー
が
、
活
動
し
や
す
い
要

素
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
一
人
で
は
で
き
な
い

こ
と
で
も
、
組
織
で
力
を
合

わ
せ
る
と
山
を
動
か
す
ほ
ど

の
力
を
発
揮
で
き
る
」
と
挨

拶
し
た
。

担
当
司
祭
の
狩
浦
正
義
神

父
は
、
世
の
中
の
変
化
に
対

応
し
女
性
に
求
め
ら
れ
て
い

る
新
た
な
課
題
に
繋
が
り
を

も
っ
て
、
樹
木
の
よ
う
に
自

然
と
共
に
歩
ん
で
行
く
よ
う

今
年
も
恒
例
と
な
っ
た

「
わ
だ
ち
ま
つ
り
」
が
５
月

28
日
、
Ａ
Ｊ
Ｕ
自
立
の
家
サ

マ
リ
ア
ハ
ウ
ス
と
恵
方
町
教

会
広
場
で
開
か
れ
た
。
多
く

の
皆
様
に
支
え
ら
れ
「
わ
だ

ち
ま
つ
り
」
も
今
回
で
32
回

目
。
今
回
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
「
ま
る
っ
と
み
ん
な

で
カ
ー
ニ
バ
ル
！
」。
午
前

11
時
に
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で

開
幕
し
た
。
会
場
で
は
模
擬

店
を
は
じ
め
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
で
は
中
部
楽
器
技
術

専
門
学
校
の
ラ
イ
ブ
、
は
も

り
ね
（
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク

ル
）、
ナ
イ
ス
ガ
イ
ス
＆
ケ

イ
コ
、
あ
じ
ゅ
ら
演
舞
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
に
企
画
さ
れ

た
。
五
月
晴
れ
で
気
温
も
上

が
り
か
き
氷
や
冷
た
い
ソ
フ

ト
ド
リ
ン
ク
な
ど
が
人
気

だ
っ
た
。
ま
た
フ
ィ
ナ
ー
レ

で
は
豪
華
賞
品
が
当
た
る
一

番
人
気
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が

行
わ
れ
、
番
号
が
呼
ば
れ
る

た
び
に
大
き
な
歓
声
が
沸
き

起
こ
っ
て
い

た
。地

域
の
誰

も
が
一
緒
に

楽
し
め
る
お

ま
つ
り
に
な

る
よ
う
願
っ

て
、
Ａ
Ｊ
Ｕ

の
障
害
の
あ

る
仲
間
と
職

員
ら
が
協
力

し
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会

や
地
域
の
学

童
ク
ラ
ブ
や

女
性
会
な
ど

の
支
援
を
う

け
て
、
今
年

も
趣
向
を
凝

ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
。
主
催
は
わ
だ
ち
ま
つ
り

実
行
委
員
会
、
共
催
は
Ａ
Ｊ

Ｕ
自
立
の
家
後
援
会
。

な
お
バ
ザ
ー
収
益
金
は
、

障
害
者
の
社
会
参
加
活
動
や

研
修
費
に
使
わ
れ
る
。

松
浦
司
教
は
５
月
11
日
、

「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
委
員
会
」
の
設

置
を
発
表
し
た
。
小
教
区
に

は
「
教
区
の
皆
さ
ま
へ
」
と

す
る
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
伝
え

た
。こ

の
委
員
会
は
「
特
に
教

会
の
中
で
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
啓
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
行
」
し
、
何
か
問
題
が

起
こ
っ
た
場
合
、「
司
教
に

対
し
て
対
応
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
」
役
割
を
担
う
と
い

う
。委

員
長
に
は
臨
床
心
理
士

で
「
愛
知
総
合
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ

松
浦
司
教
は
５
月
11
日
、

名
古
屋
教
区
内
に
あ
る
マ
ッ

ク
と
ダ
ル
ク
の
５
団
体
を
支

援
団
体
と
認
め
、
こ
れ
ま
で

支
援
の
度
合
い
に
ば
ら
つ
き

に
と
話
し
た
。

今
年
度
は
役
員
の
交
代
が

あ
り
、
会
長
平
尾
公
子
、
副

会
長
深
堀
冴
子
、
千
村
か
つ

子
、
会
計
北
村
幸
子
、
日
カ

連
理
事
金
森
タ
イ
が
承
認
さ

れ
た
。

お
知
ら
せ

「
樹
の
会
」
ミ
サ
と
例
会

は
毎
月
第
２
火
曜
日
10
時
よ

り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
南
山
教
会

に
て
。
入
会
希
望
の
方
は
事

務
局
ま
で
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
２

－

７
７
６

－

７
８
０
８
（
平

尾
）

新
会
長
・
平
尾
公
子
さ
ん

松
浦
司
教

「
和
解
が
絆
も
た
ら
す
」

講 演松
浦
悟
郎
司
教
の
講
演
に

は
約
100
人
が
参
加
し
た
。

ま
ず
演
題
の
『
絆
』
に
つ

い
て
。
人
間
ら
し
く
振
舞
っ

て
生
き
る
の
が
絆
を
生
き
る

こ
と
で
、
本
来
の
人
間
の
姿

に
な
っ
て
い
く
。
神
が
一
人

ひ
と
り
を
愛
し
て
く
だ
さ

り
、
神
の
似
姿
と
し
て
創
造

さ
れ
た
か
ら
人
間
は
大
切
な

存
在
で
あ
る
。

「
我
々
に
か
た
ど
り
、我
々

に
似
せ
て
人
を
造
ろ
う
」
と

神
は
人
間
を
男
と
女
に
創
造

し
、
人
間
は
す
べ
て
を
支
配

す
る
も
の
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
支
配
は

コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
の

で
は
な
く
、

与
え 

（
支
）、

分
か
ち
合
う

（
配
）
こ
と

で
あ
る
。
人

間
は
支
え
合

い
分
か
ち
合

う
も
の
な
の

で
あ
る
。
父

と
子
と
聖
霊

の
三
位
一
体

の
似
姿
と
し

て
創
造
さ
れ

た
人
間
は
、

私
と
あ
な
た
と
あ
な
た
（
第

三
者
）
と
い
う
絆
を
育
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
神

の
望
み
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

次
に
、
親
と
子
は
無
条
件

の
絆
で
結
ば
れ
て
お
り
、
家

は
子
に
と
っ
て
無
条
件
の
居

場
所
で
あ
る
こ
と
の
例
と
し

て
、
一
人
の
女
子
中
学
生
の

事
例
を
話
さ
れ
た
。

そ
の
子
は
親
に
暴
力
を
ふ

る
い
シ
ン
ナ
ー
や
薬
物
に
手

を
出
し
、
暴
走
族
と
も
付
き

合
う
な
ど
、
悪
行
の
限
り
を

尽
し
た
が
、
ど
う
に
も
な
ら

な
く
な
る
と
家
に
帰
り
、
親

に
頼
る
の
だ
っ
た
。神
は「
こ

ち
ら
へ
お
い
で
」
と
助
け
る

こ
と
し
か
な
さ
ら
な
い
か

ら
、
神
と
人
間
と
は
ま
さ
に

親
と
子
の
関
係
で
あ
る
。

親
と
子
は
縦
の
関
係
で
血

の
つ
な
が
り
が
あ
る
が
、
子

の
成
長
に
伴
っ
て
離
れ
て
い

く
。
夫
婦
は
横
の
関
係
で
血

の
つ
な
が
り
は
な
い
が
最
後

ま
で
残
る
。
夫
婦
は
無
条
件

と
は
言
え
ず
、
努
力
を
し
な

け
れ
ば
夫
婦
の
関
係
は
続
け

ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
死
刑

制
度
に
反
対
の
立
場
で
あ

る
。
死
刑
制
度
は
犯
罪
防
止

に
つ
な
が
っ
て
は
い
な
い
か

ら
、
加
害
者
の
改
心
が
な
い

ま
ま
刑
が
執
行
さ
れ
て
し
ま

う
と
、
被
害
者
側
は
い
つ
ま

で
も
癒
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ

る
。
加
害
者
の
改
心
と
被
害

者
の
赦
し
が
あ
っ
て
和
解
で

き
た
時
、
被
害
者
は
初
め
て

真
の
癒
し
が
得
ら
れ
る
。
神

は
す
べ
て
の
人
に
平
等
に
尊

厳
を
与
え
て
お
ら
れ
る
。

締
め
く
く
り
に
松
浦
司
教

は
、
少
年
が
起
こ
し
た
交
通

事
故
の
実
話
を
歌
う
、
さ
だ

ま
さ
し
作
詞
・
作
曲
の
「
償

い
」
を
ス
マ
ホ
で
聞
か
せ
、

「
和
解
こ
そ
が
絆
を
も
た
ら

す
」
と
語
っ
て
講
演
を
終
え

た
。「樹

の
会
」
の
10
周
年
を

記
念
す
る
に
相
応
し
い
講
演

会
と
な
っ
た
。

�

（
千
村
か
つ
子
）

が
あ
っ
た
の
を
改
め
る
旨
、

告
知
し
た
。

「
依
存
症
に
取
り
組
む

マ
ッ
ク
、
ダ
ル
ク
を
『
名
古

屋
教
区
支
援
団
体
』
に
し
ま

す
」
と
題
さ
れ
た
告
示
文
が

小
教
区
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送

ら
れ
た
。具
体
的
に
は
、「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
名
古
屋
ダ
ル
ク
」

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
河
ダ
ル
ク
」

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岐
阜
ダ
ル
ク
」

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
富
山
ダ
ル
ク

リ
カ
バ
リ
ー
ク
ル
ー
ズ
」 

「
Ａ
Ｊ
Ｕ
自
立
の
家
名
古
屋

マ
ッ
ク
」
で
、
こ
れ
ら
の
団

体
が
小
教
区
で
、
募
金
、
講

演
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
部
屋

の
使
用
、
バ
ザ
ー
の
出
店
な

ど
を
要
請
す
る
こ
と
を
認
め

る
と
い
う
も
の
。
さ
ら
に
、

そ
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て

は
、
小
教
区
の
判
断
に
任
せ

る
こ
と
、
名
古
屋
教
区
内
に

限
る
こ
と
に
も
言
及
さ
れ
て

い
る
。

マ
ッ
ク
、
ダ
ル
ク
で
依

存
症
の
当
事
者
が
取
り
組

む
「
12
ス
テ
ッ
プ
」
と
呼
ば

れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
キ
リ

ス
ト
教
的
人
間
観
に
基
づ
い

て
お
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

は
以
前
か
ら
協
力
し
て
い
る

が
、
一
般
の
人
が
誰
で
も
用

い
る
こ
と
が
で
き
、
マ
ッ

ク
、
ダ
ル
ク
は
誰
に
で
も
開

か
れ
て
こ
と
も
説
明
さ
れ
て

い
る
。

マ
ッ
ク
と
ダ
ル
ク

５
団
体
を
名
古
屋
教
区
支
援
団
体

と
認
め
る

ン
タ
ー
」
代
表
の
小
瀬
木
尚

美
さ
ん
、
委
員
に
は
岩
崎

一
二
三
神
父
（
聖
心
教
会
）、

宮
本
信
代
さ
ん
（
カ
ト
リ
ッ

ク
社
会
司
教
委
員
会
Ｈ
Ｉ
Ｖ

／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
デ
ス
ク
秘
書
）、

吉
野
要
さ
ん（
臨
床
心
理
士
）

が
任
命
さ
れ
た
。

司
教
は
教
会
が
、「
人
間

の
尊
厳
を
守
る
教
会
に
な
る

た
め
に
」、「
世
界
で
現
実
に

起
こ
っ
た
よ
う
な
事
件
を
二

度
と
起
こ
さ
な
い
た
め
に
」、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
意

気
込
み
を
述
べ
て
い
る
。

昨
年
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教

皇
は
「
性
虐
待
被
害
者
の
た

め
の
祈
り
と
償
い
の
日
」
を

設
け
る
よ
う
全
世
界
の
司
教

団
に
通
達
を
出
し
た
。
日
本

の
司
教
団
は
こ
れ
に
応
え
て

四
旬
節
第
２
金
曜
日
を
「
償

い
の
日
」
と
定
め
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
出
し
、
実
行
さ
れ

た
。
司
祭
・
助
祭
の
月
集
で

は
、
昨
年
以
来
二
度
に
わ

た
っ
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て

の
研
修
を
行
っ
て
き
た
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
委
員
会
発
足

「樹の会」総会と10周年記念講演会

力を合わせて　　
　　山を動かそう！

第
32
回
わ
だ
ち
ま
つ
り

「
ま
る
っ
と
み
ん
な
で�

�

カ
ー
ニ
バ
ル
！
」
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新
し
い
年
、
分
裂
の
世
界
に
一
致
を
！　
　
　
　
　

　

―
あ
ら
ゆ
る
壁
を
越
え
る
教
会
を
め
ざ
す
中
で
―

2017年度名古屋教区
神言会・聖霊会 JPIC 勉強会シリーズ

「移民・移住者の司牧について」（全4回）

第 2 回　9月9日（土）「信徒の立場・視点から」
　　　　講演者：�村上満一氏（三河カトリックセンター

ボランティア 安城教会信徒）
第 3 回　11月25日（土）「信徒の立場・視点から」
　　　　講演者：森永デェイン氏（プロテスタント信徒）
第 4 回　2018年2月17日（土）
　　　　「これからの移民・移住者の司牧について」
　　　　講演者：松浦悟郎司教（名古屋教区司教）

時　間　13：30～15：30
場　所　カトリック教区センター2階
　　　　名古屋市東区葵町2丁目6-35
　　　　地下鉄東山線　新栄町駅2番出口
　　　　北東へ徒歩5分
問合せ　カトリック安城教会主任司祭 アントニー神父
　　　　☎0566-98-7766
　　　　八事聖霊修道院　☎052-832-0434（Sr. 武田）
主　催　神言修道会・聖霊会 JPIC 委員会
　　　　名古屋教区正義と平和委員会

エスナックフェスティバル
〔エスナック＝アジアと 

アフリカの子供たちに教育を贈る会〕

　国際協力 NGO エスナック教育里親グループは、一
方的に貧しい子どもたちを援助するのではなく、相互
援助のために創立されました。エスナックでは2、3年
に一度、現地で里子と直接関わっている人たちを招い
てフェスティバルを開催します。今回は、バングラデ
シュの司祭2名と、インド、アフリカから2名のシスター
を招きます。どなたでもご参加ください。現地の手工
芸品などバザーもあります。

9月16日（土）
　浜野要宅（千種区徳川山）にて　13時30分～夕方
　地下鉄自由が丘駅から浜野宅まで車で送迎します。
9月17日（日）
　カトリック多治見教会にて　9時30分ミサ後
　�エスナック紹介、現地についての状況報告、ミニバ

ザー、交流会など
　担当：川口　☎080-5106-0127

ラビリンスメディテーションへの 
おさそい

　このたび聖霊ミッションセンターではラビリンスメディ
テーションのプログラムを準備しました。日常を離れ、静
かに祈り、分かち合いたい方、どなたでもご参加ください。
　前もって申し込む必要はありません。

日　程 テーマ

1 7 月 8 日（土） 「わたしのもとにきなさい」

2 9 月30日（土） 「お父さん、承知しました」

3 10月28日（土） 「どの掟が最も重要でしょうか？」

4 11月11日（土） 「花婿だ、迎えに出なさい」

5 12月16日（土） 「わたしは荒れ野で叫ぶ声」

6 1 月27日（土） 「心の貧しい人は幸い」

7 2 月24日（土） 「これはわたしの愛する子」

時　間　毎回13：30～16：30
場　所　聖霊ミッションセンター（旧八事聖霊幼稚園）
　　　　名古屋市昭和区八事本町1
参加費　200円
問合せ　☎052-832-0434

平和旬間（8月6日～8月15日）

第9回　平和記念の集い
　平和をつなぐため、非暴力による平和の実現を希い、一人
でも多くの方々と共に祈りたいと思います。どなたでもご参
加ください。

日　時　8月13日（日）13：00～15：30
場　所　カトリック南山教会マリア館ホール（2階）
　　　　名古屋市昭和区南山1
　　　　地下鉄鶴舞線「いりなか」駅下車徒歩5分
内　容　講話　岡崎教会主任　早川努神父
　　　　　テーマ　「�キリスト者として、私は何をすべきか、

平和のために」
　　　　合唱（南山教会聖歌隊）
　　　　朗読（有志）
　　　　聖書朗読、平和を求める祈り、共同祈願　等
主　催　南山教会信徒、その他有志
連絡先　井爪謙治
　　　　☎／ FAX　052-831-7719

2017年度 OCDS 名古屋年次黙想会
～涼やかな森の中で、跣足カルメル在世会員と 

共に祈り、神を賛美する3日間～
跣足カルメル在世会（OCDS）名古屋共同体企画

日　時　9月16日（土）午後4時～
　　　　� 9月18日（月・祝）午後3時（予定）　
場　所　宇治カルメル会　聖テレジア修道院（黙想の家）
　　　　☎0774-32-7016 〒611-0002 宇治市木幡御蔵山39-12
交　通　JR 京都駅より奈良線「六地蔵」駅下車
　　　　�京浜バス「町並」バス停より「御蔵山」行乗車、 

「西住宅」下車、徒歩3分
指　導　九里彰神父（跣足カルメル会司祭）
参加費　12,000円（1泊6,000円×2）当日徴収いたします。
持ち物　ノート・筆記具・洗面具・着替え・パジャマ・薬など
締切り　8月31日（木）
問合せ・申込み　以下のメールアドレス、または FAX にて。
　　　　お名前・連絡先・所属教会を記入の上、送信ください。
　　　　Mail／ocdsnagoya@yahoo.co.jp
　　　　Fax／058-372-6305
　　　　OCDS 名古屋共同体　黙想会担当者まで

５
月
28
日
、
愛
岐
ブ
ロ
ッ

ク
恒
例
の
「
兄
弟
の
集
い
」

が
行
わ
れ
、
多
治
見
、
瀬

戸
、
高
蔵
寺
、
瑞
浪
、
春
日

井
の
５
教
会
か
ら
、
約
120
人

の
参
加
者
が
春
日
井
教
会
に

集
い
、
交
流
を

深
め
た
。

４
人
の
司
祭

の
共
同
司
式
で

ミ
サ
は
始
ま
っ

た
。
説
教
で
は

多
治
見
教
会

の
ア
ド
リ
ア

ヌ
ス
・
ハ
ヨ

ン
（
通
称
ア
ル

デ
ィ
ー
）
神
父

が
虹
を
例
に
あ

げ
て
、「
虹
の

美
し
さ
は
雨
の

後
に
あ
ら
わ

れ
、
こ
の
自
然

の
出
来
事
は
人

生
を
表
し
て
い
る
。
人
は
人

生
の
栄
光
を
受
け
る
た
め
、

前
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
虹
の

よ
う
な
美
し
さ
は
苦
難
の
後

に
う
ま
れ
る
」
と
語
っ
た
。

最
後
に
は
し
っ
と
り
と
し
た

歌
声
が
心
に
響
い
た
。

「
わ
た
し
、
あ
す
は
ど
ん

な
日
か
、
わ
た
し
は
知
ら
な

い
。
晴
れ
か
嵐
か
曇
り
に
な

る
か
、
わ
た
し
は
心
配
し
な

い
。
イ
エ
ス
が
わ
た
し
を
守

ら
れ
る
か
ら
、
あ
す
わ
た
し

に
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、

あ
す
を
守
ら
れ
る
イ
エ
ス
が

お
ら
れ
る
」

参
加
者
は
ミ
サ
後
、
５
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
弁
当
は

グ
ル
ー
プ
別
に
円
陣
を
作

り
、
自
己
紹
介
や
歓
談
を
し

て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
持
っ

た
。　第

二
部
で
は
各
教
会
が
持

ち
寄
っ
た
ゲ
ー
ム
（
伝
言
、

借
り
物
、
む
か
で
、
風
船
送

り
）
を
グ
ル
ー
プ
対
抗
で
行

い
、
老
い
も
若
き
も
、
司
祭

も
シ
ス
タ
ー
も
、
素
敵
な
笑

顔
と
共
に
必
死
に
（
？
）
取

り
組
ん
だ
。
一
生
懸
命
の
ご

褒
美
は
、「
団
結
し
て
た
で

賞
」「
積
極
的
に
頑
張
っ
た

で
賞
」「
盛
り
上
げ
た
で
賞
」

「
仲
良
く
な
っ
た
で
賞
」「
と

に
か
く
頑
張
っ
た
で
賞
」
の

各
賞
と
、
全
員
に
公
平
に
配

ら
れ
た
お
菓
子
だ
っ
た
。

来
年
の
再
会
を
約
束
し
て

ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
大
き
な

輪
を
つ
く
り
、「
マ
イ
ム
マ

イ
ム
」
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

で
締
め
く
く
っ
た
。

ミ
サ
献
金
の
３
万
６
千
８

７
７
円
は
福
信
館
炊
き
出
し

へ
寄
付
さ
れ
た
。

（
春
日
井
教
会

�

小
熊
加
和
子
）

「
あ
す
を
守
ら
れ
る
イ
エ
ス
」
と
共
に

�
「
兄
弟
の
集
い
」
春
日
井
教
会
に
て

何
を
ど
う
す
る
の
？

社
会
委
員
会
っ
て
？

松
浦
司
教
は
各
小
教
区
に

社
会
委
員
会
を
設
置
す
る
よ

う
指
示
し
て
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
全
小
教
区
か
ら
委
員
の

届
け
出
が
あ
っ
た
の
を
受
け

て
、
社
会
委
員
会
説
明
会
を

開
き
ま
す
。
７
月
22
日
、
名

古
屋
で
は
東
海
地
方
の
教
会

が
対
象
、
29
日
は
金
沢
で
北

陸
地
方
の
教
会
が
対
象
で

す
。松

浦
司
教
は
２
０
１
６
年

司
教
教
書
で
三
つ
の
基
本
方

針
を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
、
名
古
屋
教
区
が
す

べ
て
の
人
の
救
い
に
奉
仕
す

る
た
め
に
、①
福
音
を
伝
え
、

②
神
の
国
を
実
現
し
、
③
そ

の
た
め
の
教
会
共
同
体
つ
く

り
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
基
本
方

針
実
現
の
た
め
に
六
つ
の
目

標
を
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

目
標
②
「
弱
い
立
場
に
置

か
れ
た
人
た
ち
を
中
心
と
し

た
社
会
を
目
指
す
」
の
「
具

体
的
な
試
み
」に
、「（
社
会
）

問
題
に
つ
い
て
の
教
区
や
司

教
団
か
ら
の
情
報
や
呼
び
か

け
を
共
同
体
に
伝
え
、
そ
の

要
請
に
応
え
る
た
め
の
委
員

会
」
を
小
教
区
に
つ
く
る
と

述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

神
の
前
に
等
し
く
大
切

に
さ
れ
る
べ
き
人
間
で
す

が
、
強
い
者
が
弱
い
者
を
支

配
し
、
罪
の
状
態
と
な
っ
て

い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
キ

リ
ス
ト
に
な
ら
っ
て
、
私
た

ち
も
弱
い
立
場
に
あ
る
人
た

ち
を
優
先
し
、
キ
リ
ス
ト
に

導
か
れ
る
よ
う
に
奉
仕
し
ま

す
。
そ
の
た
め
の
社
会
委
員

会
で
す
。
理
解
が
広
が
り
ま

す
よ
う
に
。

（
社
会
福
音
化
推
進
部

�

早
川 

努
）
2017年船員司牧《AOS》全国研修会

世界をつなぐ人と海
日　時　7月7日（金）12：30 ～ 8日（土）12：00
場　所　カトリック港教会（主会場）
　　　　名古屋市港区錦町25-17　☎052-389-1841
対　象　船員司牧に関心のある方、興味のある方。
参加費　名古屋港見学を含む参加の場合　3,000円
　　　　講演会以降の参加の場合（港内見学を含まない）1,000円
　　　　懇親会費は別途3,000円かかります。
日　程　7月7日　�11：30受付開始（港教会）、13：00バスで港教会出発、 

13：30船で名古屋港見学、15：00講演会から参加の方の受付、 
16：00講演会、17：30懇親会、20：00解散

　　　　7月8日　�09：00集合、09：05活動報告、10：00わかちあい、 
11：30派遣ミサ　司式 松浦悟郎司教、12：00解散

問合せ　日本カトリック難民移住移動者委員会
　　　　東京都江東区潮見2-10-10　日本カトリック会館
　　　　事務局担当　吉田 勉　☎03-5632-4441

東日本大震災・災害支援金の報告
� 社会福祉委員会
　発災時より社会福祉委員会へ振込まれた支援金を下記の通
りご報告いたします。暖かいご支援に心より感謝いたします ! !
� （振込手数料引去後の金額）

単 月 明 細 2011. 3. 17 発災から
2017. 5. 31までの合計摘　　　要 5/1～5/31

募金、ご寄付 収入合計 （※1） 29,272 27,946,889
ベース他支援 支出合計 0 27,827,821

支援金残高合計 119,068
（※1）5月度に支援金のご協力いただいた小教区 金沢教会、落合一美様
★名古屋教区は
　�「カリタス大船渡ベース・地ノ森いこいの家」とカリタス米川

ベース、NPO 法人「障がい者自立センターかまいし」、カリ
タス南相馬（旧・原町ベース）、カリタスジャパン（東日本大
震災募金）の応援をしています。引き続き皆様のご支援、ご
協力をお願い致します。

★支援金振込先
　郵便振替用紙にて
　口座番号 ００８８０－６－１６２８
　名義　カトリック名古屋教区社会福祉委員会
　　　 「東日本大震災・災害支援金」と記入願います。

ご連絡・問合せ先
社会福祉委員会

電話 052-852-1426
FAX 052-852-1422
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（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

7
月
の
教
会
暦

１
日
㈯	

福
者
ペ
ト
ロ
岐
部
司
祭
と
187
殉

教
者
（
記
）

２
日
㈰	

年
間
第
13
主
日

３
日
㈪	

聖
ト
マ
使
徒
（
祝
）

９
日
㈰	

年
間
第
14
主
日

11
日
㈫	

聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
院
長

（
記
）

15
日
㈯	

聖
ボ
ナ
ベ
ン
ト
ゥ
ラ
司
教
教
会

博
士
（
記
）

16
日
㈰	

年
間
第
15
主
日

22
日
㈯	

聖
マ
リ
ア
（
マ
グ
ダ
ラ
）（
祝
）

23
日
㈰	

年
間
第
16
主
日

25
日
㈫	

聖
ヤ
コ
ブ
使
徒
（
祝
）

26
日
㈬	

聖
マ
リ
ア
の
両
親
聖
ヨ
ア
キ
ム

と
聖
ア
ン
ナ
（
記
）

29
日
㈯	

聖
マ
ル
タ
（
記
）

30
日
㈰	

年
間
第
17
主
日

31
日
㈪	

聖
イ
グ
ナ
チ
オ
（
ロ
ヨ
ラ
）
司

祭
（
記
）

8
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

６
日
㈰	

主
の
変
容

６
日
㈰
～
15
日
㈫

	

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬
間

13
日
㈰	

年
間
第
19
主
日

15
日
㈫	

聖
母
の
被
昇
天
（
祭
）

20
日
㈰	

年
間
第
20
主
日

27
日
㈰	

年
間
第
21
主
日

教
区
行
事
予
定

7
月

３
日
㈪	

社
会
福
祉
委
員
会

７
日
㈮
～
８
日
㈯	

Ａ
Ｏ
Ｓ
研
修
会

９
日
㈰	

城
東
Ｂ
会
議
／
三
河
Ｂ
会
議
／

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

教
区
中
高
生
会

11
日
㈫	

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
／
樹

の
会

13
日
㈭	

教
区
顧
問
会
＊

15
日
㈯	

レ
ジ
オ
名
古
屋
ク
リ
ア

16
日
㈰	

城
北
Ｂ
会
議
／
城
南
Ｂ
会
議
／

教
区
障
害
者
の
つ
ど
い
（
一

宮
）
＊
／
青
年
委
員
会

20
日
㈭	

司
祭
月
集
＊

22
日
㈯	

社
会
委
員
会
（
東
海
地
区
）
＊

23
日
㈰	

岐
阜
教
会
堅
信
式
＊

27
日
㈭	

ブ
ラ
ジ
ル
人
司
牧
者
担
当
者
会

議

29
日
㈯	
社
会
委
員
会
（
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
）
＊
／
典
礼
委
員
会

30
日
㈰	

ブ
ラ
ジ
ル
人
ミ
サ
（
城
北
橋
教

会
）

8
月

４
日
㈮	

青
年
委
員
会

４
日
㈮
～
６
日
㈰

	

教
区
中
高
生
会
・
広
島
巡
礼
＊

６
日
㈰	

教
区
平
和
祈
願
ミ
サ

８
日
㈫	

樹
の
会

12
日
㈯	

信
徒
協
理
事
会

14
日
㈪
～
16
日
㈬	

教
区
事
務
所
休
館

19
日
㈯	

正
義
と
平
和
学
習
会

20
日
㈰	

愛
岐
Ｂ
会
議

21
日
㈪
～
25
日
㈮	

教
区
司
祭
黙
想
会
＊

27
日
㈰	

一
粒
会
の
集
い（
富
山
教
会
）＊

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

7
月

６
日
㈭	

司
教
常
任
委
員
会

７
日
㈮
～
８
日
㈯	

A
O
S
研
修
会

11
日
㈫
～
12
日
㈬	

管
区
司
教
会
議

14
日
㈮	

子
ど
も
と
女
性
の
権
利
擁
護
の

た
め
の
デ
ス
ク

18
日
㈫	

子
ど
も
と
女
性
の
権
利
擁
護
の

た
め
の
デ
ス
ク

25
日
㈫	

名
古
屋
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
連

盟

8
月

５
日
㈯
～
６
日
㈰　

広
島

８
日
㈫
～
９
日
㈬　

長
崎

福
信
館
便
り 

☎
０
５
２（
935
）
７
１
８
０

◇
7
月
の
炊
き
出
し　

木
６
日
布
池
、

13
日
東
海
・
樹
の
会
・
南
山
、
20
日
聖
霊
・

樹
の
会
・
南
山
、
27
日
城
北
橋　

金
７

日
喜
望
の
会
、
14
日
布
池
、
21
日
一
宮
、

28
日
長
浦

訃 

報 

ペ
ト
ロ
七
種
照
夫
神
父（
神
言
修
道
会
）　

５
月
23
日
、

名
古
屋
第
一

日
赤
病
院
に

て
Ｓ
状
結
腸

が
ん
の
た
め

帰
天
。
82
歳
。
１
９
３
５
年
４
月
23
日
、

長
崎
県
生
ま
れ
。
62
年
３
月
初
誓
願
。
65

年
３
月
終
生
誓
願
。同
年
８
月
司
祭
叙
階
。

司
祭
叙
階
後
50
年
に
わ
た
り
、
東
京
（
吉

祥
寺
）、
名
古
屋
（
南
山
助
任
70
～
74
年
、

同
主
任
74
～
82
年
、
知
立
82
～
85
年
、
五

反
城
85
～
90
年
、
04
年
～
）、
秋
田
（
秋

田
）各
地
に
お
い
て
小
教
区
を
司
牧
し
た
。

ま
た
、
名
古
屋
・
ア
ー
ノ
ル
ド
小
神
学
院

（
90
～
91
年
）
な
ら
び
に
長
崎
・
聖
ル
ド

ヴ
ィ
コ
小
神
学
院
に
お
い
て
神
学
生
養
成

に
携
わ
り
、
名
古
屋
教
区
に
お
い
て
は
、

長
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
関
係
の
活
動
に

深
く
携
わ
っ
た
。

福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約71.3％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

568件 28‚545‚675円
（5月末）目標額 40,000,000円

協力協力

建
設
費
の
返
済
に

　
を

建
設
費
の
返
済
に

　
を

《2017年 名古屋一日静修》
三位一体の聖エリザベトの祈り

―現代人へのメッセージ―
日　時　7月17日（月・祝）10：00～16：00
講　師　松田浩一神父
　　　　「�父と子と聖霊の唯一の神を信じて生きる 

―三位一体のエリザベトと共に―」
場　所　カトリック日比野教会 信徒会館
　　　　（地下鉄・名城線日比野駅下車 徒歩約5分）
参加費　1,000円
持ち物　聖書、ロザリオ、筆記用具、お弁当

申込み　下記いずれかの方法でお申込み下さい。
　　　　FAX ／ 0568-62-5167　E-mail ／ seisyuu_2015@yahoo.co.jp
　　　　ハガキ／ 〒484-0076 犬山市橋爪一丁田1-26「名古屋一日静修」係

2017年度日程と講師「テーマ」

❖ 9月23日（土・祝）片山はるひ氏
　 「�エリザベトと共に生きる 

―永遠の光の もとで―」

❖ 11月25日（土）
　 Sr. ポーリン・フェルナンデス
　 「�三位一体のエリザベトによる

『聖書に基づくキリスト中心
の生活』」

プログラム
 9：45　受付け
10：00　導入の祈り（聖堂）
10：20　第一講話（信徒会館）
11：30　念　祷※
12：00　昼　食（信徒会館）
12：30　念　祷※
13：00　第二講話
14：00　念　祷
14：30　ミ　サ（聖堂）
15：30　茶話会（信徒会館）
16：00　終了の祈り
※�希望者は赦しの秘跡または

面接を受ける事ができます

主催　跣足カルメル修道会 ／ 協賛　カルメル在世会

聖パウロ女子修道会（聖パウロ書院）からお知らせ

「ロザリオの祈り」
　修道院のチャペルで、シスターたち
と一緒に「ロザリオの祈り」をしませ
んか。ロザリオがはじめての方でも、
どなたでもご自由に参加できます。

日　時　毎月第2日曜日　14：00～（40分程度）
場　所　聖パウロ女子修道会　2F チャペル
7月9日（日）　9月10日（日）　10月8日（日）

「読書会」
　10月から題材を新たに「パウロの福音」カルロ・
マリア・マルティーニ著を使います。イエスにささ
げる純粋・強烈な愛を生きたパウロ。そんなパウロ
をやさしく紹介している一冊です。どなたでもご
自由に参加できます。

8月　お休み
9月16日（土）『�キリスト教とは何か②　救われるの

は誰か』第7章
10月21日（土）『パウロの福音』
　毎月第三土曜（変更あり）
　午後2時～3時30分　担当 Sr. 森
　聖パウロ書院1F ホール

詳しくは、聖パウロ女子修道会（聖パウロ書院）
へお問い合わせください。
名古屋市東区葵1-13-2　☎052-936-4443

在俗奉献という生き方
　信徒として社会の中で自分の仕事を持ちながら、貞
潔、清貧、従順の誓願を生きる生活があります。その
道をご紹介します。どうぞご参加ください。
日　時　11月23日（木・祝）　10：30～15：00
場　所　聖マリア在俗会本部
　　　　〒463-0835 名古屋市昭和区南山町6-1
講　話　ダシオン・ブルーノ師（神言修道会）
対　象　奉献生活を考えている独身女性信徒
会　費　1,000円（当日払い・昼食代を含む）
申込締切り　11月13日（月）
申込み・問合せ　高橋恵子
　　　　☎＆ FAX 06-4398-2236
　　　　e-mail: keikotk@msj.biglobe.ne.jp

第32回教区「障害者のつどい」
“愛しあおう―大切ないのち―”

日　時　7月16日（日）  9：00（受付開始）
　　　　　　　　　　10：00  ミサ
　　　　　　　　　　16：00（終了予定）
場　所　カトリック一宮教会　一宮市大宮1-7-1
　　　　TEL ＆ FAX　0586-73-4884
交　通　名鉄一宮駅／ JR 尾張一宮駅から会場までの移動
　　　　・徒歩約10分（700m）
　　　　・AJU 送迎リフトカー：名鉄一宮駅　8：30～9：30
　　　　・一宮教会送迎車両  ：名鉄一宮駅　8：30～9：30

　　　　※�教会敷地内の駐車場は、駐車台数に制限がありますので、
上記の方法でご来場ください。一宮駅から会場までの案内
図および送迎車両の発着場所については、小教区配布済み
のチラシをご覧ください。

ミサ司式　�松浦悟郎司教、山野聖嗣神父（社会福祉委員長・カ障連担当）、
浅井太郎神父（一宮教会）

参加費　大人1,200円　中高生700円　小学生以下無料
申込期限　7月3日（月）
共　催　教区障害者連絡会、教区社会福祉委員会、濃尾ブロック
後　援　カトリック名古屋教区
問合せ　社会福祉委員会　☎052-852-1426

神言修道会日本管区　第70回侍者会 
テーマ「心の翼広げよう」

日　時　8月7日（月）～9日（水）
場　所　神言神学院　名古屋市昭和区八雲町70番地9
　　　　☎052-832-2082　FAX 052-835-3127
募集人数　30名　　
対象年齢　男子　小4～中3
締め切り　7月21日（金）
申込方法　�主任司祭を通して、申込用紙に記入後、郵送

または FAX で送信
問合せ　侍者会総務　フック神父、オディロン神父
　　　　☎080-3069-6616（フック神父）
　　　　メール：jshakaiyukoso@gmail.com


